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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

交流電源に接続される第１配線と第２配線と、

前記第１配線が第１入力端子に接続され、前記第２配線

が第２入力端子に接続されたブリッジダイオードと、

第１インダクタと、第２インダクタと、第１ダイオード

と、第２ダイオードと、

前記第１ダイオードのカソード端子と前記第２ダイオー

ドのカソード端子が接続された正極出力端子と、

10前記ブリッジダイオードの負極端子と接続された負極出

力端子と、

前記第１インダクタの一端と前記第１ダイオードのアノ

ード端子の接続点と前記ブリッジダイオードの負極端子

との間で短絡／開放する第１スイッチング素子と、

前記第２インダクタの一端と前記第２ダイオードのアノ

ード端子の接続点と前記ブリッジダイオードの負極端子

との間で短絡／開放する第２スイッチング素子と、

前記正極出力端子と前記負極出力端子との間に接続され

た平滑コンデンサとを備え、

前記第２インダクタの他端が前記ブリッジダイオードの

正極端子に接続された電源装置であって、

前記電源装置は、

インターリーブ方式、もしくは、ブリッジレス方式での

動作を指示する方式指示信号が入力され、前記方式指示

信号で示される方式に従ってそれぞれ前記第１スイッチ

ング素子と前記第２スイッチング素子を制御するスイッ

チング制御手段を備えていることを特徴とする電源装置

。

10 【請求項２】

前記電源装置は、前記スイッチング制御手段がインター

リーブ方式で動作する場合に前記第１インダクタの他端

を前記第２インダクタの他端に接続し、前記第２配線を

前記ブリッジダイオードの正極端子から切り離し、前記

スイッチング制御手段がブリッジレス方式で動作する場

合に前記第１インダクタの他端を前記第１配線に接続し

、前記第２配線を前記ブリッジダイオードの正極端子に

接続する切替手段を備えていることを特徴とする請求項

１記載の電源装置。

〔実 9 頁〕
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【請求項３】

請求項１又は請求項２に記載の前記電源装置と、圧縮機

を駆動するモータとを備えた室外機と、前記室外機に運

転指示を与える室内機とを備えた空気調和機であって、

前記室外機は前記室内機から指示された設定温度と室温

の温度差を算出し、同温度差が予め定められた温度差閾

値以上の時にインターリーブ方式を、前記温度差が前記

温度差閾値未満の時にブリッジレス方式をそれぞれ指示

する前記方式指示信号を前記電源装置へ出力する方式判

10定手段を備えていることを特徴とする空気調和機。

【請求項４】

前記方式判定手段は、前記圧縮機のモータの運転開始時

又は、運転停止となった時に前記方式指示信号を出力す

ることを特徴とする請求項３記載の空気調和機。

【請求項５】

前記方式判定手段は、前記圧縮機のモータが運転停止と

なった時にブリッジレス方式を指示する前記方式指示信

号を出力することを特徴とする請求項３又は請求項４に

記載の空気調和機。

20【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

本発明は、電源装置に係わり、より詳細には、インター

リーブ方式とブリッジレス方式との切り換えによって電

力変換効率を向上させた構成に関する。

【背景技術】

【０００２】

近年、多くの製品にインバータで圧縮機を駆動する方式

が採用されており、また、インバータに直流電源を供給

30するコンバータ（電源装置）に力率を改善するＰＦＣ（

Power Factor Conrrection）回路が採用されている場合

が多い。

【０００３】

このＰＦＣを用いたコンバータを小型で、また、高効率

で実現する手段のひとつに、インターリーブ方式を用い

たものがある。インターリーブ方式は、電源を複数系統

に分けて各相に位相差をもたせ、リップルなどを互いに

打ち消しあう回路方式である。２相のインターリーブ方

式の場合には、電流位相が１８０度の位相差を持つこと

40でリップルが相殺され、ノイズフィルタの小型化に大き

く貢献できる。また、トータルの部品点数は増えるが、

個々のインダクタや出力コンデンサ、スイッチング素子

などを小型化でき、また、スイッチング回路が複数系統

になることで発熱も分散されるメリットもある。

【０００４】

図６はこのようなインターリーブ回路方式が採用された

電源装置の一例である。

この電源装置は、交流電源から入力される交流電力を全

波整流する整流回路ＲＦＹ１と、整流回路ＲＦＹ１の出

50力を二分岐する分岐配線と、同分岐配線に一端が接続さ

れたインダクタＬ１１，Ｌ１２と、同インダクタＬ１１

，Ｌ１２の他端に直列に接続されたダイオードＤ１１，

Ｄ１２と、同ダイオードから出力される電流をチャージ

する平滑コンデンサＣ１と、インダクタＬ１１，Ｌ１２

に対応して設けられ、インダクタＬ１１，Ｌ１２の他端

をグランドに短絡／開放するトランジスタＱ１１，Ｑ１

２と、入力電流が正弦波状となるようにトランジスタＱ

１１，Ｑ１２に駆動信号を出力するＰＦＣコントローラ

ＩＣ１１とを備えている（例えば、特許文献１参照。）

10 。

【０００５】

例えばこのようなインターリーブ方式の電源装置を搭載

した空気調和機では、大きい負荷、例えば圧縮機を高速

で回転させる場合、スイッチング動作を行なって直流電

圧を昇圧する。一方、負荷が小さい場合は昇圧が不必要

であるのにスイッチング動作を行なうことになり、スイ

ッチング素子での損失やインダクタの発熱で無駄な電力

損失が発生する。つまり、このようなインターリーブ方

式の電源装置は、負荷が大きい場合は電力変換効率が良

20 く、負荷が小さい場合には電源効率が悪いという特性が

ある。

【０００６】

一方、他の電源装置としてブリッジレス方式を採用した

ものがある。図７はこのブリッジレス方式を採用した電

源装置１００のブロック図である。

電源装置１００は、交流電源１１０の一端に一端が接続

されたインダクタ１１２と、このインダクタ１１２の他

端にアノード端子が接続されたダイオード１１６ａと、

交流電源１１０の他端にアノード端子が接続されたダイ

30 オード１１６ｂと、ダイオード１１６ａとダイオード１

１６ｂのカソード端子が接続され、直流電圧が出力され

る正極側の出力端子１１１と、直流電圧が出力される負

極側の出力端子１１１と、正極側の出力端子１１１と負

極側の出力端子１１１との間に接続された平滑コンデン

サ１１３と、ダイオード１１６ａのアノード端子と負極

側の出力端子１１１との間に直列に接続されたスイッチ

ング素子１１４ａとシャント抵抗１１５ａと、ダイオー

ド１１６ｂのアノード端子と負極側の出力端子１１１と

の間に直列に接続されたスイッチング素子１１４ｂとシ

40 ャント抵抗１１５ｂとを備えている。

【０００７】

また、電源装置１００は、交流電源１１０の電圧と出力

電圧をそれぞれ検出する電圧検出部１１８と、シャント

抵抗１１５ａとシャント抵抗１１５ｂのそれぞれの両端

電圧から各スイッチング素子に流れる電流を検出する電

流検出部１１９と、電流検出部１１９で検出した電流と

電圧検出部１１８で検出した各電圧が入力され、これら

の入力された信号に基づいてＰＷＭ制御により生成され

、スイッチング素子１１４ａとスイッチング素子１１４

50 ｂをオンオフさせるスイッチングパルス信号を出力する
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制御部１１７を備えている。（例えば、特許文献２参照

。）。

【０００８】

このようなブリッジレス方式の電源装置は交流入力電圧

のピーク電圧に出力電圧が近いほど電力変換効率が良く

なるが力率は低くなる。また、出力電圧が交流入力電圧

のピーク電圧よりも高いほど力率は良くなるが電力変換

効率は低くなる。つまり、ブリッジレス方式の電源装置

は出力電圧が高い機器に使用すると電力変換効率が悪く

10なる問題があった。

【０００９】

一方、一般的な空気調和機の運転においては、運転の立

ち上がりやハイパワー運転などの空調負荷が大きい運転

期間よりも、それ以外の空調負荷が小さい運転期間の方

が長い。

このため、インターリーブ方式又はブリッジレス方式を

任意に選択可能な電源装置と、この電源装置を用いて空

調負荷が大きい場合には電力変換効率が高いインターリ

ーブ方式を、空調負荷が小さい場合には電力変換効率に

20優れたブリッジレス方式を選択できる空気調和機が望ま

れていた。

【先行技術文献】

【特許文献】

【００１０】

【特許文献１】特開２００７－１９５２８２号公報（第

５－６頁、図１）

【特許文献２】特開２０１４－１３８４６３号公報（第

５－７頁、図１）

【発明の概要】

30【発明が解決しようとする課題】

【００１１】

本発明は以上述べた問題点を解決し、インターリーブ方

式又はブリッジレス方式を任意に選択可能な電源装置と

、この電源装置を用いて空調負荷が大きい場合にはイン

ターリーブ方式を、空調負荷が小さい場合にはブリッジ

レス方式を選択できる空気調和機を提供することを目的

とする。

【課題を解決するための手段】

【００１２】

40本発明は上述の課題を解決するため、本発明の請求項１

に記載の発明は、交流電源に接続される第１配線と第２

配線と、

前記第１配線が第１入力端子に接続され、前記第２配線

が第２入力端子に接続されたブリッジダイオードと、

第１インダクタと、第２インダクタと、第１ダイオード

と、第２ダイオードと、

前記第１ダイオードのカソード端子と前記第２ダイオー

ドのカソード端子が接続された正極出力端子と、

前記ブリッジダイオードの負極端子と接続された負極出

50力端子と、

前記第１インダクタの一端と前記第１ダイオードのアノ

ード端子の接続点と前記ブリッジダイオードの負極端子

との間で短絡／開放する第１スイッチング素子と、

前記第２インダクタの一端と前記第２ダイオードのアノ

ード端子の接続点と前記ブリッジダイオードの負極端子

との間で短絡／開放する第２スイッチング素子と、

前記正極出力端子と前記負極出力端子との間に接続され

た平滑コンデンサとを備え、

前記第２インダクタの他端が前記ブリッジダイオードの

10 正極端子に接続された電源装置であって、

前記電源装置は、

インターリーブ方式、もしくは、ブリッジレス方式での

動作を指示する方式指示信号が入力され、前記方式指示

信号で示される方式に従ってそれぞれ前記第１スイッチ

ング素子と前記第２スイッチング素子を制御するスイッ

チング制御手段を備えていることを特徴とする。

【００１３】

また、請求項２に記載の発明は、前記電源装置は、前記

スイッチング制御手段がインターリーブ方式で動作する

20 場合に前記第１インダクタの他端を前記第２インダクタ

の他端に接続し、前記第２配線を前記ブリッジダイオー

ドの正極端子から切り離し、前記スイッチング制御手段

がブリッジレス方式で動作する場合に前記第１インダク

タの他端を前記第１配線に接続し、前記第２配線を前記

ブリッジダイオードの正極端子に接続する切替手段を備

えていることを特徴とする。

【００１４】

また、請求項３に記載の発明は、請求項１又は請求項２

に記載の前記電源装置と、圧縮機を駆動するモータとを

30 備えた室外機と、前記室外機に運転指示を与える室内機

とを備えた空気調和機であって、

前記室外機は前記室内機から指示された設定温度と室温

の温度差を算出し、同温度差が予め定められた温度差閾

値以上の時にインターリーブ方式を、前記温度差が前記

温度差閾値未満の時にブリッジレス方式をそれぞれ指示

する前記方式指示信号を前記電源装置へ出力する方式判

定手段を備えていることを特徴とする。

【００１５】

また、請求項４に記載の発明は、前記方式判定手段は、

40 前記圧縮機のモータの運転開始時又は、運転停止となっ

た時に前記方式指示信号を出力することを特徴とする。

【００１６】

また、請求項５に記載の発明は、  前記方式判定手段は

、前記圧縮機のモータが運転停止となった時にブリッジ

レス方式を指示する前記方式指示信号を出力することを

特徴とする。

【発明の効果】

【００１７】

以上の手段を用いることにより、本発明による電源装置

50 によれば、空調負荷の大きさに対応してインターリーブ

( 3 ) JP  6733418  B2  2020.7.29
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方式又はブリッジレス方式を選択して動作させることが

可能なため、電力変換効率の優れた電源装置を提供する

ことができる。

また、この電源装置を搭載した空気調和機によれば、空

調負荷の大きさを判定し、この判定結果に対応して電源

装置を最適な方式で動作させることができ、電力変換効

率が高い空気調和機を提供することができる。

【図面の簡単な説明】

【００１８】

10【図１】本発明による電源装置（インターリーブ方式を

選択）を搭載した空気調和機の実施例を示すブロック図

である。

【図２】本発明によるスイッチング制御部の実施例を示

すブロック図である。

【図３】本発明による切替部の他の実施例を示すブロッ

ク図である。

【図４】本発明による電源装置（ブリッジレス方式を選

択）を搭載した空気調和機の実施例を示すブロック図で

ある。

20【図５】本発明による空気調和機の動作を説明する説明

図である。

【図６】従来のインターリーブ方式の電源装置を示すブ

ロック図である。

【図７】従来のブリッジレス方式の電源装置を示すブロ

ック図である。

【発明を実施するための形態】

【００１９】

以下、本発明の実施の形態を、添付図面に基づいた実施

例として詳細に説明する。

30【実施例１】

【００２０】

図１は本発明による電源装置１を用いた空気調和機１０

の実施例を示すブロック図である。空気調和機１０は室

外機２と、この室外機２と通信接続された室内機５と、

リモコン５ａで構成されている。この室外機２は、交流

電源３に接続された電源装置１と、図示しない圧縮機に

内蔵されているモータ６と、モータ６を駆動するインバ

ータ４と、インバータ４を制御する室外機制御部９と方

式判定部（方式判定手段）５０で構成されている。なお

40、室内機５には温度センサ５ｂが搭載されており、室温

を検出することができる。

【００２１】

室外機制御部９は、インバータ４に駆動信号を出力する

。この駆動信号はＰＷＭ制御で生成されたスイッチング

パルス信号であり、この信号のデューティー比を可変す

ることで、インバータ４からモータ６へ出力される電圧

を可変する。また、リモコン５ａが出力する運転指示の

データは運転モードと設定温度と風向板位置等を含んで

おり、これを受信した室内機５は、運転モードと設定温

50度と、温度センサ５ｂで検出した室温のデータを室外機

制御部９に送信する。

【００２２】

室外機制御部９は、これらのデータが入力されると運転

情報として、運転モードと設定温度と室温と圧縮機のモ

ータ６の運転開始／停止の情報を方式判定部５０へ出力

し、方式判定部５０はこれらの情報から今後予想される

空調負荷の大小を判定し、この判定結果から電源装置１

の電力変換効率が高い制御方式を選択し、この選択した

制御方式で電源装置１を動作させる方式指示信号を電源

10 装置１へ出力する。なお、方式判定部５０の動作につい

ては後で詳細に説明する。

【００２３】

次に電源装置１について説明する。電源装置１は単相の

交流電源３が入力される入力端２７と入力端２８と、直

流が出力される正極出力端２５と負極出力端２６と、方

式指示信号が入力される指示入力端３４とが備えられて

いる。

そして、電源装置１の入力端２７には交流電源３の一方

の電源線が接続され、他方の電源線は入力端２８に接続

20 されている。入力端２７はブリッジダイオード１３の一

方の入力端（第１入力端子）に配線（第１配線）３２で

、また、入力端２８はブリッジダイオード１３の他方の

入力端（第２入力端子）に配線（第２配線）３３で、そ

れぞれ接続されている。また、入力端２７と入力端２８

の間には、検出した交流電圧を交流電圧信号として出力

する交流電圧検出部３０が接続されている。

【００２４】

ブリッジダイオード１３の正極端子は直列に接続された

インダクタ（第２インダクタ）１５とダイオード（第２

30 ダイオード）１９とを介して正極出力端２５に、また直

列に接続されたインダクタ（第１インダクタ）１４の一

端とダイオード（第１ダイオード）１８は正極出力端２

５に、それぞれ接続されている。一方、ブリッジダイオ

ード１３の負極端子は直流電流検出部２３を介して負極

出力端２６に接続されており、直流電流検出部２３は検

出した直流電流を直流電流信号として出力する。また、

正極出力端２５と負極出力端２６との間には、平滑コン

デンサ２０と直流電圧検出部２１とが設けられており、

直流電圧検出部２１は正極出力端２５と負極出力端２６

40 の間の電圧を検出し、出力電圧信号として出力する。

【００２５】

さらに、インダクタ１５とダイオード１９の接続点と、

負極出力端２６との間にスイッチング素子（第２スイッ

チング素子）１６が、また、インダクタ１４とダイオー

ド１８の接続点と、負極出力端２６との間にスイッチン

グ素子（第１スイッチング素子）１７が、それぞれ接続

されており、スイッチング信号ａによってスイッチング

素子１６が、また、スイッチング信号ｂによってスイッ

チング素子１７がそれぞれオン／オフされるようになっ

50 ている。
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【００２６】

また、電源装置１は、指示入力端３４から入力された方

式指示信号に従って電源装置１をインターリーブ方式、

もしくは、ブリッジレス方式のいずれかで制御するスイ

ッチング制御部（スイッチング制御手段）４０を備えて

おり、スイッチング制御部４０は、交流電圧信号と直流

電流信号と出力電圧信号がそれぞれ入力され、スイッチ

ングパルス信号ａとスイッチングパルス信号ｂを出力す

る。また、スイッチング制御部４０は、指示入力端３４

10から入力された方式指示信号をそのまま出力する。出力

される方式指示信号はインターリーブ方式の回路とブリ

ッジレス方式の回路接続を切り替える信号であり、この

回路接続を切り替えるリレー１１とリレー１２のＣ接点

リレーからなる切替部（切替手段）８へ出力されている

。

【００２７】

リレー１１の共通接点であるｃ接点１１ｃは配線３３に

、また、ブリッジダイオード１３の正極端子はリレー１

１のａ接点１１ａに接続されている。また、リレー１２

20の共通接点であるｃ接点１２ｃはインダクタ１４の他端

に、リレー１２のｂ接点１２ｂはブリッジダイオード１

３の正極端子に、さらに、リレー１２のａ接点１２ａは

配線３２に、それぞれ接続されている。そして、リレー

１１とリレー１２は方式指示信号が入力され、方式指示

信号がローレベルの時にそれぞれのｃ接点がそれぞれの

ｂ接点に接続され、方式指示信号がハイレベルの時にそ

れぞれのｃ接点がそれぞれのａ接点に接続される。なお

、図１は切替部８によって電源装置１がインターリーブ

方式の回路に切り替えられた状態を示している。

30また、図１の切替部８は１回路２接点のリレーを用いて

いるが、これに限るものでなく、２回路２接点のリレー

を用いてもよい。

【００２８】

図２は本発明によるスイッチング制御部４０の内部を示

すブロック図である。

このスイッチング制御部４０はブリッジレス方式制御部

（ブリッジレス方式制御手段）４２とインターリーブ方

式制御部（インターリーブ方式制御手段）４３とノット

回路（反転手段）４４と信号切替部（信号切替手段）４

40１が備えられている。

【００２９】

ブリッジレス方式制御部４２とインターリーブ方式制御

部４３は出力電圧信号と交流電圧信号と直流電流信号が

それぞれ入力されている。また、これらの制御部には、

制御を許可するＥＮ端子（イネーブル端子）が設けられ

ており、このＥＮ端子がハイレベルの時に各制御部が動

作し、ＥＮ端子がローレベルの時に各制御部が動作を停

止する。そして、スイッチング制御部４０に入力された

方式指示信号がブリッジレス方式制御部４２のＥＮ端子

50に、また、この方式指示信号をノット回路４４で反転さ

せた信号がインターリーブ方式制御部４３のＥＮ端子に

接続されているため、方式指示信号がハイレベルの時に

ブリッジレス方式制御部４２が動作し、方式指示信号が

ローレベルの時にインターリーブ方式制御部４３が動作

する。

【００３０】

一方、ブリッジレス方式制御部４２は、入力された出力

電圧信号と交流電圧信号と直流電流信号から、スイッチ

ング素子１６をオンオフ制御する駆動信号Ｂａとスイッ

10 チング素子１７をオンオフ制御する駆動信号Ｂｂを生成

して信号切替部４１へ出力する。また、インターリーブ

方式制御部４３は、入力された出力電圧信号と交流電圧

信号と直流電流信号から、スイッチング素子１６をオン

オフ制御する駆動信号Ｉａとスイッチング素子１７をオ

ンオフ制御する駆動信号Ｉｂを生成して信号切替部４１

へ出力する。

【００３１】

信号切替部４１は、入力された駆動信号Ｂａと駆動信号

Ｉａのいずれか一方を方式指示信号に従って選択しスイ

20 ッチングパルス信号ａとして出力する。また、信号切替

部４１は、入力された駆動信号Ｂｂと駆動信号Ｉｂのい

ずれか一方を方式指示信号に従って選択しスイッチング

パルス信号ｂとして出力する。つまり、信号切替部４１

は、入力された方式指示信号がハイレベルの時はブリッ

ジレス方式制御部４２が出力する駆動信号を、入力され

た方式指示信号がローレベルの時はインターリーブ方式

制御部４３が出力する駆動信号を選択してスイッチング

パルス信号として出力する。

【００３２】

30 図４は図１で説明した回路と同じであるが、方式指示信

号がハイレベルとなることにより、リレー１２のｃ接点

１２ｃがａ接点１２ａに接続され、リレー１１のｃ接点

１１ｃがａ接点１１ａに接続されている。これにより、

電源装置１がブリッジレス方式の回路に切り替えられた

状態を示している。

【００３３】

図５は本発明による空気調和機１０の冷房運転時の動作

を説明する説明図である。

図５の横軸は時間を示しており、縦軸に関して、図５（

40 １）は室内機５が設置されている部屋の室温を、図５（

２）は圧縮機の回転数、つまりモータ６の回転数を、図

５（３）は室内機５が指示する運転指示を、図５（４）

は室外機制御部９が出力する運転情報を、図５（５）は

方式判定部５０が出力する方式指示信号をそれぞれ示し

ている。なお、ｔ０～ｔ９は時刻である。

【００３４】

図５（１）に示すようにｔ０で室温が３３℃であり、ｔ

１においてリモコン５ａから運転モード（冷房）、設定

温度（２８℃）、図示しない風向板位置（水平）からな

50 る運転指示が室内機５に送信された時、これを受信した
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室内機５は運転モード（冷房）、設定温度（２８℃）、

ｔ１時点における室温（３３℃）からなる運転指示を室

外機制御部９へ出力する。そして、室内機５は風向板の

位置を水平にする。

【００３５】

この運転指示が入力された室外機制御部９は、運転モー

ド（冷房）、設定温度（２８℃）、室温（３３℃）、運

転開始の指示からなる運転情報を方式判定部５０へ出力

する。その後、室外機制御部９は、運転指示に従ってイ

10ンバータ４に駆動信号を出力し、モータ６、つまり圧縮

機を回転させてｔ１から２０ミリセカンド（各リレーの

機械的遅延時間）経過したｔ２から冷房運転を開始する

。

【００３６】

一方、方式判定部５０は運転情報が入力されると、この

運転情報が運転開始であるため空調負荷の算出を実行す

る。具体的に方式判定部５０は、運転モードが冷房であ

るため、室温（３３℃）から設定温度（２８℃）を減算

する。そして、方式判定部５０はこの算出結果である温

20度差（５℃）が予め定められた温度差閾値（３℃）以上

であるため、空調負荷が大きいと判断して方式指示信号

をローレベルにして出力し、インターリーブ方式による

電源装置１の運転を指示する。

【００３７】

また、方式判定部５０は、例えば算出結果であるこの温

度差が温度差閾値（３℃）未満なら空調負荷が小さいと

判断して方式指示信号をハイレベル（ブリッジレス方式

を指示）にして出力する。方式判定部５０は、もし運転

モードが暖房であれば、設定温度から室温を減算する。

30算出結果による動作は冷房の場合と同じである。

【００３８】

また、方式判定部５０はｔ１で運転情報が入力されてか

らモータ６が回転を開始するｔ２までに方式指示信号を

出力する。ｔ１～ｔ２はリレー１１とリレー１２の機械

的な接点の切替時間を考慮して少なくとも２０ミリセカ

ンド以上が必要であるため、室外機制御部９は運転情報

を方式判定部５０へ出力してから、少なくとも２０ミリ

セカンドが経過した後にインバータ４に駆動信号を出力

する。

40【００３９】

室外機制御部９はｔ２から圧縮機のモータ６の回転数を

徐々に増加させ、ｔ３で最高回転数に達した後はこの回

転数を維持する。このため、ｔ２時点で３３℃であった

室温は徐々に低下し、ｔ４で設定温度まで低下している

。そして図５（３）のｔ４に示すように室内機５はモー

タ６の運転を停止させる運転指示を室外機制御部９へ出

力し、この運転指示が入力された室外機制御部９はｔ４

以降にモータ６の回転数を徐々に低下させてｔ５でモー

タ６の運転を停止させる。

50【００４０】

室外機制御部９はｔ５でモータ６の運転を停止させた時

、図５（４）に示すように、この運転停止と運転モード

（冷房）と設定温度（２８℃）とｔ５時点での室温（２

７℃）からなる運転情報を方式判定部５０へ送信する。

これが入力された方式判定部５０は、前述したように温

度差を求める。ｔ５時点での温度差は－１℃であり、温

度差閾値（３℃）未満（空調負荷は小）であるため、方

式判定部５０は方式指示信号をハイレベルにして出力す

る。このため、切替部８はブリッジレス方式の回路に切

10 り替え、スイッチング制御部４０もブリッジレス方式で

動作する。

【００４１】

なお、温度差閾値は、前述した温度差を順次上昇、又は

低下させながら、ブリッジレス方式とインターリーブ方

式による運転を実験的に行い、それぞれの電力変換効率

がクロスする時の温度差の値とすればよい。また、方式

判定部５０においてモータ６の運転停止の運転情報が入

力された場合、負荷の大小判別を省略して強制的にブリ

ッジレス方式を選択、つまり、方式指示信号をハイレベ

20 ルにして出力してもよい。

【００４２】

次にこの理由を説明する。電源装置１の出力電圧はイン

バータ４だけでなく、図示しない室外機用のファンモー

タにも使用される。このファンモータは、圧縮機のモー

タ６が運転停止となっても室外機制御部９によって回転

を継続する場合があり、圧縮機のモータ６に比較して消

費電流が非常に少ない（負荷が小さい）このようなファ

ンモータを駆動する場合、ブリッジレス方式で運転され

る電源装置１の電源変換効率は、インターリーブ方式に

30 よる電源装置１の場合よりも良く、電源損失を低減させ

ることができる。このように、モータ６が運転停止とな

った時、電源装置１の出力電圧を消費電力が小さい（負

荷が小さい）他の機器で使用する場合は強制的にブリッ

ジレス方式に切り替えた方がよい場合がある。

【００４３】

一方、室外機制御部９はｔ５で圧縮機のモータ６の運転

を停止したため、ｔ５から室温が徐々に上昇し、ｔ６で

２９℃になっている。このため室内機５はモータ６の運

転を開始させる運転指示を室外機制御部９へ出力し、こ

40 の運転指示が入力された室外機制御部９はこの運転開始

と運転モード（冷房）と設定温度（２８℃）とｔ６時点

での室温（２９℃）からなる運転情報を方式判定部５０

へ送信する。これが入力された方式判定部５０は、前述

したように温度差を求める。ｔ６時点での温度差は１℃

であり温度差閾値（３℃）未満（空調負荷は小）である

ため、方式判定部５０は方式指示信号をハイレベルにし

て出力する。このため、電源装置１は引き続きブリッジ

レス方式で動作する。

【００４４】

50 一方、室外機制御部９は室温がｔ５から徐々に上昇し、
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ｔ６で設定温度＋１℃となったため、ｔ６以降で圧縮機

のモータ６の運転を開始するが、室温が設定温度に近接

しており空調負荷が小さいため、圧縮機のモータ６を低

速回転で連続運転する。そして、室温がｔ７で２７℃ま

で低下したため、室内機５はモータ６の運転を停止させ

る運転指示を室外機制御部９へ出力し、この運転指示が

入力された室外機制御部９はｔ７以降にモータ６の回転

数を徐々に低下させてｔ８でモータ６の運転を停止させ

る。そして、室外機制御部９はｔ８でモータ６の運転を

10停止させた時、運転情報を方式判定部５０へ送信する。

これが入力された方式判定部５０は、前述したように温

度差を求める。ｔ８時点での温度差は－１℃であるため

、方式判定部５０は方式指示信号をハイレベルにして出

力する。このため、電源装置１は引き続きブリッジレス

方式で動作する。

【００４５】

室外機制御部９がｔ８で圧縮機のモータ６の運転を停止

したため、ｔ８から室温が徐々に上昇し、さらに、図示

しない窓やドアなどの開放により室温が急激に上昇し、

20ｔ９で３１℃になっている。このため室内機５はｔ９で

モータ６の運転を開始させる運転指示を室外機制御部９

へ出力し、この運転指示が入力された室外機制御部９は

この運転開始と運転モード（冷房）と設定温度（２８℃

）とｔ９時点での室温（３１℃）からなる運転情報を方

式判定部５０へ出力する。これが入力された方式判定部

５０は、前述したように温度差を求める。ｔ９時点での

温度差は３℃であり温度差閾値以上（空調負荷大）であ

るため、方式判定部５０は方式指示信号をローレベルに

して出力する。このため、切替部８はインターリーブ方

30式の回路に切り替え、スイッチング制御部４０もインタ

ーリーブ方式で動作する。

【００４６】

以上説明したように、電源装置１のスイッチング制御部

４０に対してインターリーブ方式又はブリッジレス方式

を選択して動作させることが可能なため、大きな負荷の

場合でも小さな負荷の場合でも電力変換効率が高い制御

方式を選択して使用することができる。

また、この電源装置１を搭載した空気調和機１０によれ

ば、空調負荷の大小を判別し、この判別結果に対応して

40電源装置を最適な方式で動作させることができ、電力変

換効率が高い空気調和機１０を提供することができる。

【実施例２】

【００４７】

図３はリレーを３つ用いた別の切替部３１を説明する要

部ブロック図である。この例では図１の切替部８と同様

の機能である切替部３１を備えた電源装置７を示してい

る。なお、この切替部３１以外の回路は図１と同じであ

るため説明を省略する。

【００４８】

50切替部３１はａ接点のリレー２９とｂ接点のリレー２２

とａ接点のリレー２４を備えており、リレー２２とリレ

ー２９の一方の接点端子はそれぞれインダクタ１４の他

端に接続され、リレー２９の他方の接点端子は配線３２

に、また、リレー２２の他方の接点はブリッジダイオー

ド１３の正極端子にそれぞれ接続されている。また、リ

レー２４の一方の接点端子はブリッジダイオード１３の

正極端子に、リレー２４の他方の接点端子は配線３３に

それぞれ接続されている。また、それぞれのリレーに方

式指示信号が接続されている。

10 【００４９】

図３の切替部３１は方式指示信号がローレベルの状態で

あり、この結果インターリーブ方式に切り替えられた状

態を示している。方式指示信号がハイレベルになるとブ

リッジレス方式に切り替えられる。なお、図３ではリレ

ーを３個使用しているが、これに限るものでなく、３回

路のリレーを１個用いてもよい。この切替部３１を備え

た電源装置７は電源装置１と同様の効果を備えている。

【符号の説明】

【００５０】

20 １  電源装置

２  室外機

３  交流電源

４  インバータ

５  室内機

５ａ  リモコン

５ｂ  温度センサ

６  モータ

７  電源装置

８  切替部（切替手段）

30 ９  室外機制御部

１０  空気調和機

１１  リレー

１１ａ  ａ接点

１１ｃ  ｃ接点

１２  リレー

１２ａ  ａ接点

１２ｂ  ｂ接点

１２ｃ  ｃ接点

１３  ブリッジダイオード

40 １４  インダクタ（第１インダクタ）

１５  インダクタ（第２インダクタ）

１６  スイッチング素子（第２スイッチング素子）

１７  スイッチング素子（第１スイッチング素子）

１８  ダイオード（第１ダイオード）

１９  ダイオード（第２ダイオード）

２０  平滑コンデンサ

２１  直流電圧検出部

２２  リレー

２３  直流電流検出部

50 ２４  リレー
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２５  正極出力端

２６  負極出力端

２７  入力端

２８  入力端

２９  リレー

３０  交流電圧検出部

３１  切替部（切替手段）

３２  配線（第１配線）

３３  配線（第２配線）

３４  指示入力端

４０  スイッチング制御部（スイッチング制御手段）

４１  信号切替部（信号切替手段）

４２  ブリッジレス方式制御部（ブリッジレス方式制御

手段）

４３  インターリーブ方式制御部（インターリーブ方式

制御手段）

４４  ノット回路（反転手段）

５０  方式判定部（方式判定手段）

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図７】
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